
ヒ 由叡 らな か った ′鹿 渡 鮒 に射 して疫安 逸 の厳直 虜ひt､湧 泉 の森Ie,によ ′,て明

事黒 磯 泉常 慮 著 の蘭 で 密虜 の史 潜 .廉 って 蘇 漁の 卦露が 渡患 して しま った 刺

が 敦 机 ,Lb. これ魯 密奥の盤 減 感廉鹿 と挿 廉廉 の 牽廟 と ぽL;tめ と守る凝 議 tl

で 庭腰麻Ef酒 経に温く棄 盛の硬 机恵湾輿lこ也麿 す る巌放 感 貴意が 帝 虜 に恵 ま

れ鷹 番 約 に濠 かで あったが 勧 力職 の腐＼ によ ′つて 牽 鹿 の硬が 蘭 くな った こ t:

その雌 客 席､蔚敷 金曲線鹿 の鼻 藍 )こよ り これ めの鹿 渡 も同僚 に各地 に自由 に清

濁 を感贋で き りるよ う に な り. さ らに漆衆 の変化に i って 廃熱 こあ ま り泉が

よ リつかな くな J'た こと.･ヌ北 方 の押葵 端 にも,け奄大 鋸 網 の蔵置 に よljさ ら

に これが 潜 息 まれた こと孝が 主 たる衆 圏 とな J,ている のであ,a. 嚢 顔に これ

か らの 藤原 方向 と して 政 や ぼ り密 化の 多い賓 観 を利 用 した鹿光凄 常 ヒ妃 厳q)

嫁 巌 を生か した賓ギ威容 (蛋頗 生範展 と 山牌の利 坪=こよ る深 耕薮廃 車 つにカ

が鹿 が丸 よ う.

千里山丘暖地嵐の地理学的兵索
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額 番地腺 は′ 大 隈市の北方,刺 /締 帆 に位潜 する千 里 も丘 陵と 考 の 讃日和 こ

せ 状に /八､て い奄 蜜車台 地 を倉む千 旦 山女 咳地 薮 で 初 る. 束 を東 川,商 を猿

島 川の沖葡地 に埋 め られ 北 は 断層 によ って 竜 吐膚の 山地 とか か たれ てい る

この他 威 &, 療北 Fk帆 .東 西 /O F(,机 の塊 状 の丘 懐地 城 でありノ 丘 硬 は30

-90･･桝′の 避 状 の多 ド地形 を'呈 してい る｡ この地 底 を紫 色す､ける兜 輿 は.1卑新

-廉廉 旧廟 の大 破膚斉 Y い う.東 上,妙 ,魂 の互膚 で, 海 鼠 ～親 藩牡 の壌承

肋 で ある.

この鬼 風 の人断層 姓の 正史は 竜 しヽが. か ならす､Lもそれ由斬発 の翠 賓 を永

すもので は な し､. む しろ この姫 嵐 ぼ ,大晦希 の 近郊 にあ り恋が ら-最 近 まで 新

教 の象 れ てい た地巌 で ある, そ の主な原 田 と しては ① 71くの不足. ②姫#,の凍

凝 さノ ⑦ 釆 風 の 不慮 さの 3/つが 上げ､ゎれ乱

飯森 のは LTd)として, この地 鉄の地滴 卦顔 を, 憂 中 質凍 ノ 地形 区巨 現地 密

教 にJリ 行 った .血液斜 面 と谷底 早 野. 碑丘地 形が この 地戒 の地形 の 輯放 TL

ある, な かで L互 換斜面, 塩魚平 野 l諾南北 方向 の鼠 の償 赦 せる漁 師 二は ,'き

り と覚 られ る ｡ 麟丘 ば面倒 の濠 車台 把 を主 とす+ 度 日の本 館の緩血 と北風 に

旧徴盈葦 川 の摩 った 思わ れ る段 丘 L(/段十が 組 J,れ 為, 濠 車拷立 の承っの 姥

一一恒-



LT_憶 各 々 Dr～ /0 肌鑑 環 の比高 で 息 毅が 直 利 され る".各輝 とt.凄 艶 密 の魂

が 段 丘 療膚 をな L,て いる. これ らの繰 れ 北 の繁 簡 ふ 妃 よ り感 甘､れて 束 プこも

ので あ る. 路 に蜜 車台 地 を形 嵐 す る疲 膚 首 , 大 板葺 野 の 沖感 感 下 の オ ニ廉 層

に 鮒 比 され 非 常 に玄 寵 に臆 威 され た廉 膚 で あj5. 以 上 の地 形 命磯 i･リ′ 次

に地 形 区 の輝 責 を した. これ は ′ 腰 形 象 と上 地 利 塀 ′ さら にJi,液 面魔 と の癖

に.覇 か 水盛 的 な 痢裸 が, あ る よ 1日こ終 わ れた か G7で あ る.

親儀 上地 刺 周 ･厳 粛 慮 蛍 に つい て 4-, 素 斜 が 不 十 み な たれ 十 み な竜 顔 蛙

ji,凄 な か ったが . 鮪 色 を あげ､て み ると′ (‖谷 風 に そ って隊 環 状 にフ代田 化され

て t､る こと (]'I') い ′すれ もた め 池 鹿渡 で あ る こと.,('')'[)泉纏 か け な し､こと (/'LJ)良

け の こ戴塵 が 蜜 賓 な地 舷 を 責め て い虐 ことな ど Lで あ るが､. 療 握 め涙 当 鵡舟薮 は

乏庖新顔 で低 く勉 の演 壷､拝 物 に t〝た けの こ /̂媒介 め ぐよれ て いな い ため,

かな り玖覇 よ り兼 凍寒 の商 い軒 で ある. しか し′ 去 れ らの 淑 廉 めな 粛覚 は最

近の 廓 布 化 に施 しえす､, 多 くは寮 紫 を や ら 射 ､鹿 家 となり′ 農業 を や ろ うと

す る 人象 法線 莱 ′ 果 物 と中心 とする濁 度 に展 的 化､され た蘭名 厳 禁 へ の額 斤 が

らか がわ れ る.

チ 登 山丘 陵地 攻 の都 市化は 常 に大 領 有 の 人口 堵加 の 破 戒 寮 と して給 われ て

いる のか 藤 色 で ある. 泰 市化す なれtP鹿 魔化で あ る J)もヌ 二の 贈風 の磨 塵 と

す ると こ ろで 凝 るが, 後見 無 比 の壌 和 也, 陳恩 顧 奉養 濠 戚 o)毅 常 に よ り腰 車

台 .地 上に後見 感 替地 と し て商 務 され た｡ 明索泉 へ娼 未了/0 年虜 は筒 戯 後 見 贈

奴 とし ての 噺雅が 主 で あ っ王 が . 威 顔′ 頚 L,ヾ､太 輝市 内 の 姦 出 入口 現 収廉 とし

て慶 中帝 の 且阜 地 虹 吐激 し く.. 確和 3 0耳 には台 池 上 は 息 は凝 和 凍鷹 に 射 ),

威 直 は台 地 か らA に 準 リ, 北 のチ 敬 両 冷 し＼の鍵丘 に のびて い る. 蜜 や台 地 の

鹿 額 と と もにヰ 野山罪 を_中心 と守 るチ 更 lL血統 への 娃見 地 化 が お こなわ れ勾

よ うに な り. 紫 に 丸陳腐-企常 務 の針 虜 す る千 里 ニ ユ - ダ ウニ に よ り失 せ的 な

丘 陵地 や東都 の痢魔 が お こな わ れ 1 つある. この計 箆が. 丘 綾上 の 顔 常 に与

えた影 響 はJ療鹿 的 (上地 の 弼 上げ )で あ り, や ら に奉顔 も蝶 々の麿 で 大 き

査 影 贋 を与え る と忍 わ れ 為､

戴 線 に鼻とめ と して, この地 鉄 を (目 尻 に新 藤 されて いる腰 威,肋 夙象 痢

蒸 され つ つ あ る華 厳 ′ 励 (i') ど(/I/)をつjJ ぐ 通 風 と して ノ近 い ろりに斜 路 さ

れ る と思 われる腰 風 ,t吊 しぼ､ら く弼 苑 の 澄 捗る と凝 わ れ る池 或 とし＼lr?四 つの

脂 横 に慮 れ ､て 尭 教 琶卦 を蕎･っ亨こ｡
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